
民法第７１７条（土地の工作物等の占有者及び所有者責任）に係る判例 （１） 

■裁判所の判断の要旨 
・雪の崩落防止の最も適切な措置は屋上の除雪である。 
・家屋所有者は 隣接家屋（平屋）が近接していること 
 を熟知し、かつ屋根に約73ｃｍの積雪があるにもか 
 かわらず除雪をしなかった。 
・雪止め瓦一回分を２段に葺き、雪止め用丸太も八番 
 鉄線で屋根に取り付けた程度で雪崩防止は脆弱。 
・除雪作業をしなかったこと及び雪崩防止施設が脆弱 
 であったことは民法第717条の「工作物の設置と保存」 
 に瑕疵があったことに該当する。 

■認定された損害賠償内容（金額は昭和32年当時の認定額）  

 ①建物の滅失による損害：約6万円 
 ②家財等の動産の損壊による損害：約2万円 
 ③死亡した子供の死亡逸失利益：約53万円 
 ④慰謝料 ：約5万円 
 ⑤葬式費用：約2万円 
   合 計：約68万円 ※当時の大卒初任給：1.27万円/月 

相当な積雪があったにもかかわらず、家屋所有者が除雪や雪崩防止施設設置など、適切な雪崩防止策
を講じなかったため、２階建て家屋の屋根の積雪が崩落。 

屋根の積雪崩落により隣家の柱が倒壊し、就寝していた次男が圧死、家財も損壊した事故で、家屋所
有者の「工作物の設置と保存の瑕疵」が認められた判例（金沢地方裁判所／昭和32年3月11日） 

屋根の高低差
約３．９ｍ 

・家屋：木造平屋、延べ床面積約20㎡ 

約２．７ｍ 約１．６ｍ 

事故当時の積
雪量約７３ｃｍ 【被害の外略図】 

■積雪による隣家家屋の倒壊・死亡事故 
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